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古紙を配合した紙を使用しています

荏原１丁目町会は、荏原第一地区の北東にあり、端の方に位置してい

る。周辺には、北に桐ヶ谷斎場、氷川神社、東に荏原金刀比羅神社、南

に星薬科大学などが点在している。近くには「國藏五柱稲荷大明神」が
こくぞういつはしらいなりだいみょうじん

祭られ、地元の守り神として鎮座している。

町会長の小澤岩夫氏は、人格者で優しく、われわれ後に続く者にとっ

ては、大変ありがたい存在である。世帯数は４２３である。

町内に古くからある名所を紹介してみよう。

浄土寺（荏原１－１－１９）に、柳亭種彦の墓地がある。柳亭種彦は、

江戸後期に活躍した読本の作者である。本名を高屋知久、通称を彦四郎

といって、二百俵取りの武士であった。唐衣橘洲に師事し、俳諧、狂歌、
からごろもきっしゅう

絵画にもすぐれた。代表作に合巻物の『偽紫田舎源氏』がある。しかし、
に せ む ら さ き い な か げ ん じ

天保の改革に際して幕府から発刊停止を受け、失意のうちに天保１３年

(１８４２年)に亡くなった。

ところで、現在の荏原第一中学校は、もと中原国民学校があった所に

ある。中原国民学校は、昭和１２

年に開校したが、昭和２０年５月

の東京大空襲により焼失、同年８

月終戦とともに廃校となる。

戦後の学制改革により新制中学

校が発足し、昭和２４年に中原国

民学校跡地に荏原第一中学校が建

てられた。因みに私も第８回卒業

生である。

（広報委員 吉田 健治）
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荏原１丁目町会

平
成
24
年
７
月
９
日
施
行
の
住
民
基

本
台
帳
法
改
正
に
伴
い
、
荏
原
第
一
地

域
セ
ン
タ
ー
で
の
手
続
き
業
務
が
拡
大

し
ま
す
。

ま
ず
、
他
市
区
町
村
と
の
間
で
異
動

す
る
場
合
も
、
す
で
に
お
持
ち
の
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
が
継
続
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
継
続

利
用
す
る
た
め
に
は
、
所
定
の
期
間
ま

で
に
届
出
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

次
に
、
※
外
国
人
住
民
の
方
も
日
本

人
住
民
と
同
様
、
住
民
基
本
台
帳
に
登

録
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
外
国

人
住
民
の
方
が
必
要
な
申
請
で
、
新
た

に
取
り
扱
う
業
務
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
住
民
票
の
交
付(

外
国
人
登
録
原
票

記
載
事
項
証
明
書
は
な
く
な
り
ま
す)

・
転
入
、
転
居
、
転
出
等
の
届
出

・
世
帯
主(

員)

変
更
、
世
帯
合
併
、
世

帯
分
離
の
届
出

・
印
鑑
登
録
、
廃
止
の
届
出

・
国
民
健
康
保
険
、
国
民
年
金
の
加
入
、

喪
失
の
届
出
な
ど

な
お
、
品
川
区
か
ら
転
出
す
る
場
合

も
、
届
出
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
の
で

お
忘
れ
な
く
！

※

外
国
人
住
民
で
、
住
民
基
本
台
帳

の
適
用
対
象
と
な
る
方

①
中
長
期
在
留
者(

観
光
目
的
の
短
期

滞
在
者
な
ど
を
除
き
、
３
ヶ
月
を
超

え
て
在
留
期
間
が
決
定
さ
れ
た
方)

②
特
別
永
住
者

③
一
時
庇
護
許
可
者
、
仮
滞
在
許
可
者

④
出
生
に
よ
る
経
過
滞
在
者
、
国
籍
喪

失
に
よ
る
経
過
滞
在
者

何
か
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
荏
原
第
一
地
域
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

次号『まちかど』は、８月２０日(月)発行の予定です。

「まちかど」は、地域の情報を通じて住民相互の理解と交流、発展を目
的として作成しております。俳句・短歌・町で見つけたあんな話、こん
な話、ちょっといい話はもちろん、ご自身で考えた作品、ご意見など大
歓迎です！皆さんの投稿をお待ちしております。ご不明な点がございま
したら、お気軽に上記の事務局までお問い合わせ下さい。

記事を募集しています♪

いよいよ夏本番。公園の花壇にはボランティアの方が育

ててくれた「ポーチュラカ」が、暑さに負けずかわいい花

を咲かせています。

性質は丈夫で暑さや乾燥に強く、炎天下でも鮮やかな花

を咲かせます。マツバボタンの花にも似ていますが、葉っ

ぱの形が異なっていて、ポーチュラカはへら状で、マツバ

ボタンは棒状です。

花色は赤、ピンク、オレンジ、黄、白など多彩です。朝

顔のように、朝開いて夕方しぼむ一日草ですが、次々と花

を咲かせます。

爽やかな朝などには、家の近所をひと回り散歩してみま

せんか。

ポーチュラカ花言葉は『いつ

も元気』、夏の花々を愛でて一

日の元気をもらいましょう。

写真は荏原４丁目町会員さん

の庭で昨年撮影したものです。

（広報委員 池田 好美）

花 め ぐ り

あさひ公園のポーチュラカ

自
転
車
安
全
走
行

の
た
め
の
五
カ
条

①
自
転
車
は
、
車
道
が
原
則
で
歩
道
は

例
外
で
す
。

②
車
道
は
左
側
を
走
行
し
ま
し
ょ
う
。

③
歩
道
で
は
歩
行
者
が
優
先
で
、
車
道

寄
り
を
徐
行
し
ま
し
ょ
う
。

④
安
全
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

⑤
子
供
は
必
ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し

ま
し
ょ
う
。

以
上
を
守
っ
て
安
全
走
行
を
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

荏
原
警
察
署

交
通
総
務
係

℡
３
７
８
１
ー
０
１
１
０

自
転
車
は
、
免
許
が
い
ら
な
い
便
利

で
手
軽
な
乗
り
物
で
す
。
し
か
し
、
ル
ー

ル
や
マ
ナ
ー
を
無
視
し
た
走
行
が
原
因

で
発
生
し
た
交
通
事
故
の
加
害
者
は
、

重
い
賠
償
責
任
に
問
わ
れ
る
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
。

●
こ
ん
な
に
高
い
賠
償
額
●

例
①
ス
ピ
ー
ド
を
だ
し
て
信
号
を
無
視

し
た
自
転
車(

ノ
ー
ブ
レ
ー
キ
ピ

ス
ト)

が
横
断
歩
道
を
横
断
中
の

歩
行
者
に
激
突
し
た
。
歩
行
者
は
、

数
日
後
に
死
亡
。

※
平
成
19
年
４
月
11
日
東
京
地
裁

※
賠
償
金
５
４
３
７
万
円

例
②
夜
間
、
無
灯
火
自
転
車
で
自
転
車

通
行
可
の
歩
道
を
走
行
中
、
歩
行

者
と
正
面
激
突
。
歩
行
者
は
頭
を

強
打
し
、
数
日
後
に
死
亡
。

※
平
成
19
年
７
月
10
日
大
阪
地
裁

※
賠
償
金
３
９
７
０
万
円

柳亭種彦の墓地

◎各ご家庭に配布しております。１部ずつお取り下さい。

地
域
セ
ン
タ
ー
で
の
申
請
業
務
が
拡
大
し
ま
す
！

た
か
が
自
転
車
、
と
思
っ
て
は
い
ま
せ
ん
か
？


